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長野県上田市塩川 2874番地 1 

公益財団法人 松山記念館 
 

  



令和6年度 事業報告書 

＜概況＞ 

 令和６年度事業計画の推進を図り、館報 33 号の発行を行った。第 30 回文化講演会と視察研修会

（松本市立博物館・松本民芸館）を開催した。記念館リニューアル事業に向け岡本志郎氏、アマミヤ

デザイン、松山記念館関係者（松山理事長、田中理事、松井学芸員・事務長）で松山記念館リノベー

ション会議を重ね、第一展示室、事務所の建て替え、第二展示室の改装のレイアウト、スケジュール

を検討した。松山記念館を国の登録有形民俗文化財指定に登録するための調査、ミーティングを行っ

た。（文化庁文化財調査官/長野県県民文化部/上田市教育委員会・生涯学習・文化財課） 

      山越事務長退館（8/20）のため上田への引継ぎを５月～８月に行った。 

＜事業＞ 

1，展示公開（博物館）事業 

 

（１）展示公開（博物館）関係    年間      年間      年間 

①記念館公開           （今年）     （昨年）    (一昨年) 

年  間 開館日数      239日      （242日）   （277日） 

年  間 見学者数      （360人）     （629人）   （331人） 

②予約来館者の名前を入れて「歓迎看板」の表示をした。 

③来館者に松山記念館のパンフレット、館報第32号、第29回文化講演会記録を配布。 

  ④来館者の増加を目的にワークブック［農業のおはなし］“たがやす土 はぐくむ健康”を配布。社会

科勉強の一環で小中学生を中心に配布、農業について及び米をはじめとして食についての認識を深め

てもらう活動を行った。 

⑤事務所・第一展示室・第二展示室・収蔵庫の整理整頓とともに随時コロナウイルス感染予防対策除菌

作業を行った。 

  ⑥各種研修、講習に協力する（出前研修、出前講習）。 

・6月 3日（月）松山㈱新入社員 5名出前研修（山越事務長） 

 ・７月 29日（月）井関農機新入社員 8名視察研修 

・７月 30日 (火)関東甲信クボタ新入社員 19名視察研修 

⑦資料等の受贈 

＜月日＞    ＜受贈品＞      <数>     ＜寄 贈 者＞ 

2月 26日  冬季企画展「和田秀～糸づくに懸けた明治の女性～」１冊受贈 長野県立歴史館 

   3月 18日  「松本市立博物館 開館記念特別展 松本博覧会」図録１冊受贈 松本市立博物館 

        「至極の大衆文化 浮世絵 酒井コレクション」 図録１冊受贈 松本市立博物館 

   6月 29日  「長野県立歴史館収蔵文書目録」 １冊受贈 長野県立歴史館 

        「信濃の風土と歴史 28」      １冊受 12贈 長野県立歴史館 

     9月 9日  「木曽義仲・文章と絵画で見る義仲の一生」 1冊受贈 長野県立歴史館 

  12月 17日  「描かれた川中島合戦」（屏風・錦絵に見る戦いの世界）１冊受贈 長野県立歴史館 
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(2)調査研究関係  

① 館報「まつやま」第33号に研究論考「明治三十四年松山原造の一年と和村での暮らし」 

-創業準備と和村の人々の営み-を掲載し発行。10月10日(木) 1，000部 

上田小県地域の図書館11館・博物館施設10館・JA信州うえだ関連7か所に寄贈送付 

また関係者に送付し、以後の見学者に配布。 

② 4月19日（金）スキの金型等について西尾評議員より聞取り調査 

           （田中学芸員・松井学芸員） 

③  5月30日（木）松山原造の寄宿先 田中新太郎家調査 

   田中秀昭氏への聞取り(田中学芸員・松井学芸員) 

        ④11月26日（火）ティラー用犂について松山㈱OB坪井さんより聞き取り調査 

          （田中学芸員・松井学芸員） 

(3)教養研修関係 

① 文化講演会の開催 

    日 時：令和6年10月11日（金）  15:10～17:00 

    場 所：松山株式会社  3階ホール 

    講 師：メルシャンワイン㈱メルシャン・ゼネラルマネージャー 

         小林 弘憲氏 

演 題：上田ワイン産業復興および地域活性化に向けた椀子ワイナリーの役割 

後 援:「上田市」及び「上田市教育委員会」 

聴講者：150人 

  11月下旬 講演録音テープを基に原稿を整理し、講師のチェックの上で 

「文化講演会記録」を700部作成、関係者に送付し以後の見学者に配布。 

 

②セミナーへの参加 

  ・2月15日（木）16日(金) 博物館等関係者職員研修会 参加 於長野県立歴史館 

                松井学芸員 参加  

・7月30日（火）      令和6年度公開承認施設堪能者会議 アーカイブ配信 

                田中学芸員 松井学芸員 参加 

 

③ 視察研修 

    日 時：令和6年7月12日（金） 9：00～16：00 

    場 所：松本市立博物館・松本民芸館 

    参加者：役員及び評議員、職員 12名 

 

 

(4)食育・農業に関する学校等への図書等寄贈関係 

        定款第4条の定めにより、各校(2校)の希望する図書等（各15万円相当）を寄贈した。  

① 長野県富士見高等学校       DVD9巻 図書 51冊  10月22日 

② 長野県木曽青峰高等学校      図書37冊         10月22日 

     又、同時に同校へ食育・農業及び農業作業機・農業機械器具の情報の収集及び提供 

     を実施した。 
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＜その他＞ 

 

１、理事会の開催 

第29回理事会【令和6年2月2日(金)】 

･令和5年度事業報告   ･令和5年度収支決算報告 

令和5年度財務諸表(貸借対照表、財産目録、正味財産増減計算書、 

財務諸表の注記、計算書類の附属明細書)の承認 

             ・第16回評議員会招集の決定について 

 

第30回理事会【令和6年12月13日（金）】 

・令和7年度事業計画書（案）の承認 ・令和7年度収支予算書（案）の承認 

・令和7年度資金調達及び設備投資の見込みについて  

・令和6年度事業計画進捗状況報告・その他報告事項等 

 

２、評議員会の開催 

第16回評議員会【令和6年2月21日(水)】 

･令和5年度事業報告   ･令和5年度収支決算報告 

令和5年度財務諸表(貸借対照表、財産目録、正味財産増減計算書、 

財務諸表の注記、計算書類の附属明細書)の承認 

 

３、6月29日（土） 米熊・慎蔵・龍馬会「令和6年度定時総会」出席（松山理事長・事務長） 

 

４、来館研修 

4月1日（月）松山㈱新入社員5名来館研修 

6月3日（月）松山㈱新入社員5名出前研修 

6月10日（月）JICA筑波センター3名、アフリカ農政局者8名来館研修 

7月2日（火）日農工２名、イタリア農業機械化工業団15名来館研修 

7月29日（月）井関農機新入社員8名来館研修 

7月30日（火）関東甲信越クボタ新入社員19名来館研修 

 

 

以上 
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事業報告に係る付属明細書 

   

事業報告の内容を補足する重要な事項はありません。 
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